
「
混
　
入
」
　
考

1
「
横
川
景
≡
集
」
　
の
場
合

枝
川
彗
一
（
一
霜
－
誌
）
の
作
品
集
と
し
て
は
、
『
小
補
集
』
『
補
庵
集
』
『
小
補

充
道
央
（
前
・
後
・
絞
。
三
兆
）
』
『
補
庵
京
筆
先
（
前
∵
後
・
絞
∵
別
・
新
・
外
。
六
整
』

『
蒼
筍
集
』
等
が
現
存
し
、
玉
村
竹
二
編
「
五
山
文
学
新
築
」
第
一
巻
に
「
横

川
景
三
集
」
と
総
題
さ
れ
て
収
め
ら
れ
る
。
「
枝
川
景
三
集
」
が
底
本
と
し
て

用
い
た
中
で
、
尊
経
閣
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
『
小
補
東
遊
続
集
』
　
『
補
庵
京
華

（
前
）
集
』
『
補
掩
京
華
後
集
』
『
補
聴
東
軍
続
発
』
『
補
庵
京
華
別
集
』
『
補
庵

京
革
新
集
』
『
補
庵
京
華
外
集
上
』
『
補
庵
京
華
外
集
下
』
に
つ
い
て
は
、
横
川

の
自
筆
本
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
小
補
集
』
『
補
庵
集
』
　
『
小
補
東
遊
集
』
　
『
補

庵
京
華
集
』
の
中
で
は
、
『
小
郡
菓
遊
後
柴
』
を
除
く
と
、
作
品
は
製
作
年
時

の
順
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
が
資
料
と
し
て
用
い
る
の
は
、
右
の
よ
う
な

性
格
を
具
有
す
る
「
横
川
景
三
集
」
で
あ
る
。

「
横
川
塁
二
集
」
の
特
徴
の
一
つ
に
、
横
川
以
外
の
作
者
の
作
品
が
収
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
横
川
自
身
の
作
晶
で
あ
る
こ
と
は
明
白

な
が
ら
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
他
の
作
者
の
作
品
と
も
解
さ
れ
る
も
の
も
含

ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
、
「
混
入
」
の
観
点
よ
り
検
討
を
加
え
、

整
理
を
施
す
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
（
耽
武
鉱
欝
望
㌍
和
紙
腑
㌫

組
編
譜
離
緒
詔
堵
賢
い
諸
品
臥
㍑
軍
船
摘
競
紺
碧
犠
ら
）

朝
　
　
倉

尚

I
　
他
作
者
の
作
品

個
人
の
別
集
に
他
人
の
作
品
が
納
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
編
基
態
度
の
不
徹
底

と
も
解
さ
れ
る
。
が
、
横
川
の
場
合
は
自
筆
本
も
残
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

あ
え
て
そ
れ
ら
の
作
品
を
収
載
し
た
横
川
自
身
の
意
図
を
推
量
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

（
序
文
・
扶
文
）

他
人
の
作
晶
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
り
な
が
ら
、
む
し
ろ
作
品
集
に
と
っ

て
歓
迎
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
序
文
や
抜
文
で
あ
る
。
作
品
集
の
著
者
で
あ
る

本
人
が
求
め
る
こ
と
が
多
い
が
、
弟
子
を
は
じ
め
と
す
る
編
羞
若
が
求
め
る
場

合
も
あ
る
。
枝
川
の
作
品
集
の
場
合
を
図
表
化
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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題
　
　
　
名

署

　

　

　

　

名

　

首

収

作

品

箸

小
補
集
序

小
柄
東
遊
集
后

叙

右
書
横
川
三
弦
主
疏
責
後
、
皆

寛
正
王
午
風
月
八
日
也
、
臥
雲

周
鳳
、

寛
正
五
年
甲
申
喘
月
念
七
、
臥

雲
山
人
周
鳳
、

應
仁
二
年
龍
集
戊
子
仲
夏
望

（
日
）
、
泉
南
臥
雲
散
人
叙
、

小
補
集

中
補
東
道
央



源
寺
に
避
け
る
。
そ
の
逃
避
行
が
『
小
補
東
遊
集
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
京

洛
の
僧
で
近
江
に
避
乱
し
た
も
の
は
多
く
、
捏
造
を
喜
び
、
共
に
遊
び
、
聯
句

を
製
し
、
詩
を
詠
ず
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
枝
川
自
身
の
作
品
と
と
も
に
、
他
人

の
作
品
が
記
録
・
収
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
一
覧
表
化
す
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。

五
請
の
す
べ
て
を
瑞
渓
周
鳳
（
隻
⊥
票
が
作
製
し
て
い
る
。
瑞
漠
は
横

川
が
尊
崇
し
た
文
筆
上
の
師
で
あ
っ
た
。
川
の
扶
文
と
川
の
序
文
に
代
え
た
二

詩
に
つ
い
て
は
、
近
江
国
の
永
源
寺
を
中
心
と
し
た
横
川
の
避
乱
先
に
お
け
る

作
品
（
集
）
に
対
す
る
も
の
で
、
瑞
浜
の
避
乱
先
で
あ
る
北
岩
蔵
の
青
雲
魔
を

訪
れ
て
依
蝮
し
た
も
の
で
あ
る
。
師
弟
愛
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
明
日
の
命
を

も
知
れ
な
い
時
だ
け
に
、
後
世
に
遺
す
べ
き
作
品
（
集
）
に
対
す
る
執
念
を
痛

感
す
る
。

序
文
や
蹴
文
を
付
す
る
最
大
の
目
的
は
、
作
者
と
作
品
を
称
揚
す
る
こ
と
に

よ
り
、
作
品
集
に
光
彩
を
添
え
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
当
代
を
代

表
す
る
よ
う
な
文
筆
僧
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
意
義
が
失
わ
れ
る
。
作
品
集
の

作
者
が
年
長
で
、
し
か
も
す
で
に
高
名
で
あ
る
時
に
は
、
同
時
代
の
文
人
に
そ

の
作
製
を
依
頼
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
。
さ
ら
に
横
川
の
場
合
は
、
草
稿
本

と
は
言
え
、
自
ら
が
編
窮
し
た
自
筆
本
に
対
す
る
序
文
や
朕
文
の
作
製
依
頼
で

あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
初
期
の
作
品
（
集
）
の
み
が
対
象
と
な
り
、
作
者
が
瑞
渓

一
人
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
瑞
漠
が
文
明
五

年
に
八
三
歳
で
死
去
し
た
酔
、
横
川
は
四
五
歳
で
あ
っ
た
。

（
紀
行
）

『
小
補
東
遊
集
』
は
、
特
異
な
紀
行
文
と
し
て
の
性
格
を
も
具
有
し
た
作
晶

集
と
し
て
知
ら
れ
る
。
横
川
は
、
応
仁
の
大
乱
を
近
江
国
の
山
上
の
瑞
石
山
永

作
　
　
　
　
　
　
　
　
品

作
　
　
　
　
　
　
　
者

「
湖
上
逢
故
人
」
詩
、
聯
句
一
巻

遊
瑞
阜
・
小
倉
実
澄
宅
詩

題
錦
監
事

遊
永
源
寺

宿
暫
源
寺

宿
永
源
寺
寄
塁
長
老
鵠
畏
㌔

題
永
安
寺
壁

匁
後
詰
梅
帥
糾
Ⅶ

月
翁
、
横
川
、
桃
源
、
春
枝
、

勤
公
、

横
川
、
桃
源
、
景
徐
、
小
倉
公

実
澄
、

横
川
、
桃
源
、
景
徐
、
突
澄
、

横
川
、
桃
源
、
景
徐
、
実
澄
、

横
川
、
桃
源
、
景
徐
、
実
澄
、

横
川
、
桃
源
、
景
徐
、
実
泣
、

横
川
、
桃
源
、
景
徐
、
宍
澄
、

13

応
仁
元
年
八
月
二
十
四
日
に
出
京
し
た
横
川
は
、
途
中
、
兵
主
の
安
楽
寺
に

月
翁
周
鏡
を
訪
れ
る
。
安
楽
寺
に
は
二
十
六
日
よ
り
晦
日
に
至
る
ま
で
滞
在
す

る
が
、
そ
の
間
に
聯
旬
二
百
韻
と
「
湖
上
達
故
人
」
詩
が
製
せ
ら
れ
て
い
る
。

『
小
補
東
遊
集
』
に
は
、
聯
句
に
つ
い
て
は
、
「
八
月
廿
六
日
、
合
安
欒
嵩
、

菅
牒
・
化
蛙
・
東
宝
、
皆
寺
十
境
、
」
と
注
さ
れ
た
「
聯
句
」
一
巻
の
み
が
、
作

者
名
無
記
の
ま
ま
で
収
載
さ
れ
て
い
る
。
「
河
上
逢
故
人
」
詩
に
つ
い
て
は
、

横
川
の
叙
文
と
詩
の
ほ
か
に
、
月
翁
、
桃
源
瑞
仙
、
春
枝
、
勤
公
の
詩
を
も
載

せ
て
い
る
。
勤
公
に
対
す
る
注
記
に
ほ
「
桃
源
弟
」
と
あ
る
。
形
式
の
上
か
ら

は
諸
僧
の
詩
に
付
さ
れ
た
か
に
見
え
る
叙
文
が
、
一
行
の
途
次
に
お
け
る
命
が



け
の
危
難
の
有
様
を
も
措
写
し
、
紀
行
文
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
。
横
川
が

随
侍
し
た
詔
僧
の
作
品
を
も
収
載
し
た
の
は
、
危
難
を
脱
し
て
命
を
永
ら
え
た

証
と
し
て
の
「
湖
上
逢
故
人
」
詩
会
が
催
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
記
述
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
全
容
を
写
し
て
記
念
の
一
茄
と
し
て
完
結
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

十
月
に
は
、
し
ば
ら
く
の
落
ち
着
き
先
と
し
た
桃
源
の
郷
寺
で
あ
る
市
村
の

慈
雲
寺
か
ら
、
山
上
の
永
原
寺
と
佐
久
良
の
地
の
豪
族
で
あ
る
小
倉
実
澄
邸
に

遊
ん
で
い
る
。
一
行
は
横
川
と
桃
源
に
景
徐
周
鱗
で
あ
り
、
実
澄
が
紅
葉
の
永

源
寺
に
出
迎
え
て
い
る
。
各
地
、
各
所
で
詩
を
製
し
て
い
る
。
十
一
日
に
「
題

錦
監
事
」
「
遊
永
源
寺
」
「
宿
習
源
寺
」
題
詩
、
十
三
日
に
「
宿
永
源
寺
寄
星
長

老
」
「
題
永
安
寺
壁
」
「
勿
後
詰
梅
」
題
詩
を
製
し
て
い
る
。
『
小
補
東
遊
集
』

に
は
、
枝
川
自
身
の
詩
作
の
ほ
か
、
い
ず
れ
の
詩
題
に
つ
い
て
も
、
桃
源
、
景

徐
、
実
澄
の
作
品
が
併
せ
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
上
に
、
実
澄
の
需

め
に
応
じ
、
長
文
を
添
え
て
「
後
語
」
と
し
て
い
る
。
末
尾
に
は
「
十
五
日
、

告
節
、
公
請
景
徐
、
書
向
来
所
賦
者
、
散
後
語
於
余
、
酢
之
不
允
、
走
筆
而

書
」
と
あ
り
、
「
應
仁
初
元
丁
亥
小
春
十
五
日
」
と
著
し
て
い
る
。
景
徐
が
執

筆
役
と
し
て
詩
作
を
記
録
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
横
川
も
そ
れ
に
ょ
っ
て
全

詩
を
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
先
、
永
源
寺
に
遺
乱
中
、
手
厚
く
庇

護
し
て
く
れ
た
の
は
小
倉
実
澤
で
あ
る
。
こ
の
実
澄
と
の
出
会
い
で
あ
り
、
全

容
を
写
し
て
記
念
す
べ
き
一
茄
と
し
て
完
結
さ
せ
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
唱
和
）

他
者
と
の
唱
和
を
、
そ
の
ま
ま
収
載
す
る
こ
と
が
あ
る
。

『
補
庵
京
華
続
集
』
に
は
、
文
明
十
三
年
十
一
月
七
日
の
作
晶
と
し
て
横
川

の
「
題
大
錯
庵
壁
」
題
詩
が
あ
り
、
次
い
で
の
「
大
錯
和
」
題
詩
を
収
載
す

る
。
『
補
庵
京
華
新
集
』
で
は
、
文
明
十
七
年
の
作
品
に
横
川
の
「
賀
大
錯
移

居
」
題
詩
が
あ
り
、
次
い
で
「
大
錯
」
と
作
者
名
を
注
記
す
る
佃
「
和
」
題
詩

を
収
載
す
る
。
拗
詩
の
結
句
に
は
「
白
髪
芥
恕
七
十
三
」
と
あ
り
、
作
者
は
文

明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
時
に
七
三
歳
で
あ
っ
た
。
時
に
横
川
は
五
七
歳
で
あ
る
。

右
の
場
合
、
川
と
は
の
和
詩
が
い
ず
れ
も
大
給
老
人
の
作
品
で
あ
る
点
に
注

目
さ
れ
る
。
自
己
の
唱
詩
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
和
詩
を
、
自
ら
が
編
纂
す
る
作

品
集
に
収
め
る
こ
と
自
体
は
、
容
易
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
が
、
個
人
の
作
品
集

の
中
に
は
、
他
僧
の
和
詩
ま
で
を
収
め
な
い
の
が
霜
基
の
常
識
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
に
、
大
錯
老
人
が
横
川
に
と
っ
て
、
特
別
に
因
縁
の
深
い
僧
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
『
補
庵
京
華
続
集
』
の
文
明
十
四
年
の
作
品
に
は
「
二

月
七
日
、
天
地
晦
主
大
錯
至
、
此
夕
夢
中
得
両
句
、
大
錯
原
日
、
書
、
予
吹
日
、

錆
、
仇
足
后
句
、
書
付
大
鈷
云
」
詩
も
あ
る
。
大
錯
が
夢
中
で
得
た
両
句
に
横

川
が
両
句
を
足
し
て
一
首
と
し
て
い
る
。
（
誠
翻
監
糾
璃
S
誹
却
聖
小
岩
鮮

鵠
抽
㌫
謎
相
川
放
射
㍍
禁
措
珊
慧
監
謂
糧
に
臣
誤
郎
髪
十
）

（
備
志
）

横
川
は
、
他
者
の
作
品
に
意
義
を
認
め
た
場
合
、
自
己
の
作
品
集
に
も
転
載

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

『
小
柄
東
遊
後
集
』
に
は
、
寛
正
二
年
に
製
せ
ら
れ
た
横
川
の
「
群
琶
指

香
」
法
語
が
補
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
語
作
品
は
巻
軸
よ
り
転
戦
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
軸
装
に
際
し
て
付
さ
れ
た
瑞
渓
周
鳳
の
扶
文
も
、
そ
の
ま
ま
収
載

さ
れ
て
い
る
。
朕
文
の
末
尾
に
は
「
究
正
三
年
壬
午
六
月
晦
日
、
臥
雲
周
鳳

書
」
と
署
さ
れ
る
。

『
補
庵
京
華
前
条
』
に
は
、
文
明
七
年
の
作
品
群
中
に
「
押
院
諸
件
銘
」
文

以
下
が
収
め
ら
れ
る
。
梯
川
の
製
し
た
「
繹
院
諸
作
銘
」
文
は
、
義
堂
周
信
の

自
筆
の
「
近
東
京
中
澤
院
諸
作
」
を
中
心
と
す
る
巻
軸
に
対
す
る
銘
文
で
あ

る
。
こ
の
義
堂
の
自
筆
法
式
は
、
瑞
渓
が
こ
れ
を
得
て
軸
装
す
る
に
際
し
て
、
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雲
章
一
慶
に
命
じ
て
後
序
文
を
製
さ
せ
、
義
堂
の
『
空
華
日
用
工
夫
集
』
の
両

日
の
記
事
を
抜
書
し
、
そ
の
上
に
自
ら
も
蹴
文
を
製
し
て
、
添
付
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
旦
別
に
し
た
枝
川
は
、
看
過
す
る
に
堪
え
ず
、
一
、
一
を
作
品
集
中

に
転
戦
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
心
情
を
、
横
川
の
銘
文
に
付
さ
れ
た
後
叙
文
の

末
尾
に
「
鴫
乎
、
今
時
撃
併
之
徒
、
安
其
居
飽
其
食
、
終
身
汲
モ
於
世
故
者
、

得
見
此
幅
、
其
不
少
悦
平
、
予
耽
之
京
華
集
中
、
係
以
銘
文
、
庶
置
座
右
、
以

自
戒
也
、
補
竃
景
三
」
と
記
し
て
い
る
。
今
時
の
学
仏
の
徒
に
対
す
る
教
訓
で

あ
る
と
と
も
に
、
自
戒
の
た
め
で
も
あ
っ
た
。
（
記
髭
捕
礪
抽
錆
蒜
錆
鰐

こ
の
「
義
堂
和
尚
遊
休
之
法
式
之
軸
」
を
借
り
、
転
写
し
て
い
る
。
当
時
こ
の
軸
は
、
端
渓
の
法
嗣
で

あ
る
春
芙
寿
芳
の
競
合
で
あ
る
、
虔
雲
院
の
常
事
軒
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
国

電
誤
訳
踪
鉱
油
霊
）

『
補
庵
京
華
続
集
』
に
は
、
文
明
十
四
年
の
作
品
群
に
、
倣
叙
景
伶
の
撰
し

た
「
東
山
養
源
院
記
」
を
転
載
し
た
上
で
、
直
前
に
配
す
る
「
培
睦
所
説
」
と

も
ど
も
、
廷
材
慈
椋
の
依
頼
で
こ
れ
ら
作
品
を
軸
に
梨
す
る
に
到
っ
た
経
緯
を

記
す
後
序
文
を
添
付
し
て
い
る
。
末
尾
に
は
「
文
明
壬
寅
林
鉦
、
景
三
誌
」
と

署
し
て
い
る
。
東
山
の
養
源
院
は
、
旧
名
を
長
生
軒
と
称
し
、
盈
仲
道
芳
の
塔

所
で
あ
っ
た
。
公
仲
の
法
嗣
が
横
川
、
廷
材
で
あ
る
。
倣
奴
は
空
谷
の
法
嗣
で

あ
り
、
員
仲
と
は
法
の
上
で
の
兄
弟
で
あ
る
。
横
川
に
と
っ
て
養
源
院
は
因
縁

の
深
い
塔
頭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
備
忘
の
た
め
に
も
転
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

ぅ
。
（
軌
欝
摘
酬
童
謡
㌶
髭
如
謂
堵
別
語
紬
蒜
控
空
説
認
諾
譜

監
酢
甥
）

『
補
庵
京
華
別
集
』
に
は
、
文
明
十
七
年
の
作
品
と
し
て
「
五
派
一
油
間

諜
」
を
収
め
た
上
で
、
横
川
の
「
五
派
一
楠
田
后
序
」
文
を
付
し
、
さ
ら
に

「
大
意
普
覚
禅
師
法
語
」
よ
り
中
証
居
士
に
示
し
た
法
語
を
抄
出
し
て
い
る
。

「
五
択
一
流
悶
」
ほ
、
南
禅
寺
の
日
義
一
束
が
遺
原
や
夢
堂
公
出
や
虎
関
師
鎌

等
の
所
説
を
図
示
し
て
要
約
し
た
作
品
で
あ
る
。
後
序
文
の
末
尾
に
は
「
文
明

乙
巳
小
春
吉
辰
、
小
補
坊
川
里
」
と
署
し
て
い
る
。
「
大
意
普
覚
禅
師
法
語
」
よ

り
特
別
に
抄
出
し
た
の
は
、
後
序
文
の
巾
の
「
予
嘗
関
大
忍
法
語
、
有
爬
着
痍

盛
者
、
一
滴
之
外
、
更
添
一
滴
、
以
鵠
談
助
云
、
」
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。
宗

門
の
要
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
備
忘
の
た
め
に
転
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
補
庵
京
華
新
集
』
に
は
、
文
明
十
八
年
の
作
品
と
し
て
「
桃
源
作
」
と
注

記
し
た
「
崇
詩
謝
語
」
が
筆
録
さ
れ
、
横
川
の
そ
れ
を
証
す
る
詞
が
付
さ
れ

る
。
桃
源
瑞
仙
は
文
明
十
八
年
八
月
三
日
に
相
国
寺
の
公
帖
を
受
け
、
十
六
日

に
入
院
し
て
い
る
。
横
川
は
崇
裏
院
塔
主
と
し
て
、
「
当
晩
小
参
」
の
謝
語
を

受
け
て
い
る
。
崇
寿
院
は
夢
窓
の
塔
所
・
開
山
塔
で
あ
る
。
桃
源
は
横
川
の
親

友
で
あ
り
、
記
念
す
べ
き
訊
語
と
し
て
転
載
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

他
僧
の
作
品
と
し
て
最
も
多
く
収
載
さ
れ
る
の
は
、
希
世
霊
彦
（
0－
三四

の
作
晶
で
あ
る
。
「
杭
川
景
三
集
」
に
筆
録
さ
れ
て
い
る
作
品
に
つ
い

の
題
辞
を
『
村
庵
賽
』
の
題
辞
と
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

て八し

そく望
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「
枝
川
景
三
集
」
題
辞

製
作
年
一
『
村
庵
藁
』
題
辞

雪
夜
興
客
論
詩
据
置
彗

又
　
　
　
希
世
作
、

活
明
日
宕
花
希
世
来
訪
、

又
　
　
　
希
世
作
、

題
目
東
川
旭
侍
者
、
従
予
溝
有

年
臭
、
（
下
略
）

岩
栖
希
世
、
和
此
詩
、
書
此
紙

空
虚
、
題
目
、
和
横
川
老
人
詩
、

肘
東
川
侍
者
、
亮
彦
吾
、

文
明
5
年

文
明
5
年

雪
夜
興
客
論
詩

清
明
日
看
花
㌍
潤
、

次
敢
横
川
老
人
迭
東

川
侍
者
之
江
州



（5）　（4）

節
迫
吹
帽
九
月
五
日
、
毀
栖
来
訪
、

又
岩
宿
作
、

正
月
晦
日
苔
友
人
至
岩
栖
来
訪
、

又

　

岩

栖

作

、

秋
菊
任
色
墾
鋤
精
榊
掛
璽

又
　
　
　
岩
栖
作
、

質
春
晴
※
勝
智
、
岩
栖
来
訪
、
　
※
月
翁

又
　
　
　
岩
栖
作
、

賦
千
里
飛
板
正
月
廿
五
日
、
岩
栖
来
訪
、

又
　
　
　
岩
楢
、

花
下
酵
歩
岩
栖
来
訪
、

又
　
　
　
岩
栖
作
、

文
明
6
年

文
明
7
年

文
明
7
年

文
明
8
年

文
明
9
年

文
明
9
年

節
迫
吹
帽

正
月
晦
日
、
過
友
人

店
横
川
捕
縄
巾
、

秋
菊
任
色
高
三
綾
川
賊
、

常
春
晴
横
川
主
惰
、

賦
千
里
飛
梅
競
寺

花
下
酔
歩
績
川
見
招
、

九
例
を
認
め
た
が
、
い
ず
れ
も
七
言
絶
句
詩
で
あ
る
。
「
杭
川
景
三
集
」
に

お
い
て
は
、
ま
ず
自
己
の
作
品
を
掲
載
し
た
上
で
、
一
例
を
除
い
た
す
べ
て

が
、
希
世
の
作
品
で
あ
る
由
を
注
記
し
、
「
又
」
題
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
八

例
の
中
の
二
例
は
「
希
世
作
」
と
注
記
し
、
六
例
は
「
岩
栖
」
ま
た
は
「
岩
栖

作
」
で
あ
る
。
希
世
は
、
東
山
の
岩
栖
院
に
屈
し
て
い
た
た
め
に
、
「
岩
栖
」

と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
横
川
自
身
の
詩
へ
の
注
記
で
注
目
さ
れ
る
の

ほ
、
l
例
の
例
外
を
除
き
、
す
べ
て
希
世
の
来
訪
を
機
と
し
て
詩
会
が
催
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
希
世
が
、
主
充
と
し
て
、
詩
会
の
指
導
者
と
し
て
仰
が

れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
間
の
「
質
春
暗
」
詩
会
に
つ
い
て
は
、
月
翁
も

招
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
詩
会
の
規
模
と
し
て
は
、
川
の
「
雪
夜
興
客
論
詩
」
詩
会

や
州
の
「
秋
菊
佳
色
」
詩
会
の
場
合
が
参
考
に
な
ろ
う
。
前
者
で
は
十
人
が
会

し
、
聯
旬
や
詩
に
興
じ
て
い
る
。
後
者
で
は
、
南
禅
寺
（
希
世
・
間
破
）
、
相
国

寺
（
益
之
・
亀
泉
・
春
陽
・
黍
徐
・
新
川
）
、
建
仁
寺
（
天
隠
）
を
代
表
す
る
文
筆
僧
が

会
し
、
禅
林
に
入
っ
て
日
の
浅
い
伏
見
宮
貞
常
親
王
の
息
で
あ
る
宗
山
等
血
封
が

執
筆
の
役
を
勤
め
て
い
る
。
一
方
、
『
村
庵
藁
』
に
お
け
る
注
記
に
つ
い
て
は

い
か
に
も
簡
略
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
横
川
に
招
ぜ
ら
れ
て
の
詩
会
詠
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
な
い
作
品
も
四
首
存
す
る
。
横
川
の
希
世
に
対
す
る
態
度

と
、
希
世
の
横
川
に
対
す
る
態
度
と
に
は
歴
然
と
し
た
差
異
が
あ
る
。
横
川
は

希
世
に
師
事
し
、
尊
敬
し
て
い
る
。
右
の
九
例
は
、
す
べ
て
横
川
が
主
催
し
た

雅
事
や
詩
会
に
お
け
る
詠
作
で
あ
り
、
坊
川
が
希
世
に
師
事
し
た
記
念
と
し
て

筆
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
賦
千
里
飛
梅
」
詩
会
に
お
け
る
希
世
の
川
詩

は
、
景
徐
『
翰
林
荊
飛
集
』
の
「
北
野
神
君
詩
蚊
」
文
に
お
い
て
、
「
筆
力
抜

地
、
一
時
絶
唱
也
」
と
絶
賛
す
る
作
品
で
も
あ
る
。
な
お
、
希
世
は
長
蔓
一
年

六
月
二
十
六
日
に
八
六
歳
で
死
去
し
た
。
時
に
横
川
は
六
〇
歳
で
あ
っ
た
。

底
本
の
『
補
庵
京
華
新
集
』
に
は
、
内
題
「
補
庵
京
華
集
新
集
」
よ
り
前

に
、
横
川
が
文
明
十
七
年
四
月
二
十
八
日
に
相
国
寺
に
入
寺
す
る
折
に
送
ら
れ

た
山
門
疏
（
桃
源
埼
仙
製
）
、
諸
山
疏
（
開
票
芭
聖
、
遺
旧
疏
（
正
宗
龍
統
製
）
、
江

湖
友
祉
疏
（
天
田
机
沢
恕
）
、
同
門
疏
（
月
鈴
周
鋭
聖
が
筆
録
さ
れ
、
さ
ら
に
、
横

川
の
同
寺
へ
の
入
寺
法
語
に
関
し
て
、
希
世
霊
彦
の
点
検
を
証
明
す
る
語
と

横
川
自
身
の
按
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
横
川
と
し
て
は
、
自
己
の
出
世
に
関

わ
る
記
念
す
べ
き
諸
作
品
で
あ
り
、
あ
え
て
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
謡
㌶
錘
㌫
服
加
配
慧
剛
欝
詣
糎
蔑
痛
等
）

（
代
作
1
1
耶
僧
・
新
川
雪
石
た
め
の
代
作
－
）

「
横
川
景
三
集
」
に
は
、
題
辞
の
下
に
「
（
僧
名
）
作
」
や
「
（
僧
名
）
代
」
と

注
記
し
た
作
晶
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
に
は
、
注
記
さ
れ
た
僧

の
作
品
集
に
も
杭
州
の
た
め
の
代
作
作
品
で
あ
る
由
を
施
注
し
て
納
め
ら
れ
て
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い
る
も
の
が
あ
る
。
横
川
の
注
記
が
、
他
僧
の
代
作
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
解
さ
れ
る
。
実
態
を
一
覧
表
化
し
て
示
す
。

（7〉　（6）

「
枝
川
景
三
集
」

に
お
け
る
題
目

製
作
年
言

古
間
字
説

組
渓
波
喜
記
作

大
原
字
説

景
徐
周
麟
按
主
作

古
印
字
誼

彦
龍
興
蔵
主
代

希
谷
字
説

桂
林
昌
首
座
代

賦
考
察
招
人
遊
丹
陽

詩
後
序彦

龍
興
戒
主
代

如
琢
字
記

事
玉
球
孜
主
代

慶
子
敬
住
建
長
同
門

疏

用
林
材
蔵
主
代

泉
叔
字
訝

景
徐
代

季
昭
字
説

彦
龍
作

淡
州
債
讃

彦
龍
代

智
鳳
居
士
傑
㌘
代

仙
桂
字
説

梅
雲
代

文
明
7
年

文
明
8
年

文
明
1
3
年

文
明
1
4
年

文
明
1
5
年

文
明
1
5
年

文
明
1
5
年

長
峯
2
年

長
享
2
年

長
事
3
年

延
徳
2
年

延
徳
4
年

古
印
字
説
代
小
柄
師
、

半
陶
文
集

賦
筍
彙
招
尭
伯
詩

朕
代
小
相
師
、

半
陶
文
集

泉
叔
字
説

季
昭
字
説
代
小
柄
師
、

淡
州
太
守
成
伯
居

士
遺
像
賛

咤
河
智
貿
居
士

翰
林
所
正

典半
陶
文
集

半
陶
文
集

翰
林
訴
正

集

一
二
茄
の
作
品
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
字
説
作
品
が
八
茄
を
占
め
る
こ
と

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
大
作
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
横
川
は
、
こ

れ
ら
大
作
を
製
す
る
に
足
る
力
蓑
を
備
え
た
僧
を
選
び
、
代
作
を
依
痕
し
た
も

の
と
解
さ
れ
る
。
依
頼
さ
れ
た
僧
は
、
言
わ
ば
梯
川
の
鑑
識
に
か
な
っ
た
僧
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
代
作
僧
を
選
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
お
そ
ら
く

横
川
に
親
灸
し
た
僧
の
中
か
ら
選
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
横
川
の
代
表
的
な
門

生
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
彦
龍
周
興
の
四
第
が
最
多
で
あ

り
、
景
徐
周
麟
の
三
筋
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
他
は
そ
れ
ぞ
れ
一
筋
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
作
品
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
言
え
ば
、
文
明
七
年
か
ら
横
川
の
死
去
の

前
年
の
延
徳
四
年
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

注
記
さ
れ
た
僧
の
作
品
集
に
同
じ
作
品
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
『
半

陶
文
集
』
と
『
翰
林
訴
題
集
』
の
題
辞
で
は
、
代
作
作
品
で
あ
る
こ
と
を
注
記

し
な
い
場
合
も
あ
り
、
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

「
組
渓
汝
書
記
」
は
文
明
七
年
に
川
「
古
澗
字
説
」
を
製
し
て
い
る
。
波
と

瘡
は
通
ず
る
。
祖
渓
徳
治
の
代
作
で
あ
り
、
字
説
の
後
に
は
横
川
が
証
明
の
語

を
付
し
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
　
「
古
間
読
者
、
組
渓
汝
公
記
室
、
代
余
所
作

也
」
と
、
代
作
で
あ
る
こ
と
を
記
す
。
末
尾
に
お
い
て
は
、
「
余
於
京
華
集
、

戟
公
此
文
、
差
借
其
重
老
也
、
東
蚊
日
、
唐
無
文
章
、
惟
李
屈
帰
盤
谷
序
一
畜

両
日
、
後
世
有
博
雅
君
子
、
見
此
集
者
、
必
日
、
京
華
無
文
章
、
古
瑚
課
一
帯

而
已
臭
、
一
笑
、
文
明
乙
夫
人
月
初
四
日
、
南
窓
両
翼
、
小
補
子
吉
、
」
　
と
し

て
、
ロ
を
極
め
て
推
質
し
て
い
る
。
転
改
さ
れ
た
祖
漠
に
し
て
み
れ
ば
、
称
揚

の
辞
が
添
え
ら
れ
、
こ
れ
ほ
ど
名
誉
た
こ
と
は
な
い
。
祖
渓
は
、
建
仁
寺
瑞
光

庵
の
喜
足
の
門
に
入
っ
た
が
、
天
隈
に
親
災
し
て
外
学
を
受
け
た
。
「
古
間
字

説
」
の
冒
頭
に
は
「
播
之
龍
門
、
有
佳
年
少
、
栓
其
辞
者
、
問
家
譜
則
赤
松
之

華
官
也
」
と
あ
り
、
音
調
が
赤
松
氏
の
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
字
説
の

製
作
、
代
作
に
あ
た
っ
て
は
、
赤
松
氏
と
特
に
深
い
因
縁
で
結
ば
れ
た
天
隈
の
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推
挙
が
存
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
景
徐
周
麟
戒
主
」
は
文
明
八
年
に
は
「
大
屋
字
説
」
、
「
景
徐
」
は
長
事
二

年
と
延
徳
二
年
に
そ
れ
ぞ
れ
は
「
泉
叔
字
記
」
と
仙
「
智
鳳
居
士
保
安
」
を
製

し
て
い
る
。
は
「
大
原
字
説
」
は
、
冒
頭
に
「
龍
門
有
佳
少
年
、
其
課
目
棟
、

乃
央
飽
老
師
之
含
飴
也
」
と
あ
り
、
杭
川
と
同
じ
空
谷
門
下
で
、
愚
渓
統
慧
に

嗣
法
す
る
大
屋
承
棟
の
た
め
の
作
品
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
、
こ
の
「
大
屋

字
訳
」
に
つ
い
て
は
、
景
徐
の
作
品
集
で
あ
る
『
翰
林
萌
正
集
』
に
収
め
ら
れ

て
い
な
い
。
代
作
作
品
に
対
す
る
考
え
方
が
潔
癖
で
、
し
か
も
い
ま
だ
作
品
集

を
編
纂
す
る
意
志
が
熟
し
て
い
な
か
っ
た
時
期
の
製
作
で
あ
る
た
め
に
、
筆
録

す
る
こ
と
を
欠
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
糾
「
泉
叔
字
説
」
は
、
美
淡
の
僧

で
あ
る
□
亀
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
字
説
に
つ
い
て
は
、
景
徐
の
『
翰
林

所
正
集
』
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
枝
川
に
命
ぜ
ら
れ
て
の
代
作
で
あ
る
由
を
注

記
L
で
い
な
い
。
本
文
に
も
小
異
同
が
存
し
、
特
に
『
翰
林
所
説
集
』
で
は
末

尾
の
「
長
峯
二
年
八
月
吉
辰
、
前
南
輝
横
川
景
≡
」
の
署
名
を
欠
く
。
『
翰
林

前
置
集
』
に
拠
る
限
り
で
は
、
代
作
作
品
で
あ
る
こ
と
を
判
断
す
る
こ
と
が
で

ナ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
シ

°

き
な
い
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
本
文
中
に
「
美
之
陽
有
神
童
、
共
謀
日
亀
、
今
承

者

　

　

田

　

之

国
主
翁
之
所
名
也
・
主
翁
か
吾
正
党
・
師
訃
華
宵
、
而
予
か
緊
瞥
（
鮎
耕

鎧
豊
艶
工
詣
鵠
鵠
酷
）
と
あ
る
。
『
翰
林
所
説
集
』
の
本
文
の
み
に

拠
れ
ば
、
こ
の
「
予
」
が
横
川
を
指
し
て
い
る
と
理
解
す
る
の
は
不
可
能
で
あ

る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
恐
ろ
し
い
の
は
、
こ
の
本
文
を
根
拠
に
し
て
、
景
徐
と

「
承
国
主
翁
」
　
（
鈍
中
全
聾
と
が
親
交
を
有
し
た
と
す
る
、
誤
っ
た
人
間
関
係

を
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
『
翰
林
訴
混
集
』
の
編
纂
態
度
は
、
「
泉
叔
字

説
」
に
限
定
し
て
言
え
ば
、
杜
按
で
あ
り
、
不
親
切
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
㈹

「
智
鳳
居
士
像
賛
」
は
、
咤
川
貞
雄
の
肖
像
に
対
す
る
賀
詞
で
、
四
六
文
で
製

せ
ら
れ
て
い
る
。
景
徐
の
『
翰
林
前
説
集
』
に
は
「
喝
河
智
質
居
士
」
題
で
収

め
ら
れ
る
が
、
や
は
り
枝
川
の
た
め
の
代
作
作
品
で
あ
る
と
い
う
注
記
を
欠

く
。
景
徐
が
直
接
に
依
仮
さ
れ
て
製
し
た
作
品
と
解
し
、
咤
川
氏
と
の
親
交
を

想
定
す
る
読
者
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
『
補
庵
京
華
外
集
』
に
は
末

尾
に
「
咤
河
玉
岩
智
質
店
士
官
侵
、
令
嗣
今
丹
州
太
守
官
遺
貞
相
識
賛
、
延
徳

二
年
仲
春
書
辰
、
小
補
桃
川
景
三
、
」
と
署
し
て
い
る
が
、
『
翰
林
新
前
集
』

で
ほ
、
欠
い
て
い
る
。
咤
川
貞
雄
は
法
名
を
玉
岩
智
宝
（
鳳
）
と
号
し
た
。
賛

詞
は
、
息
男
の
咤
川
貞
相
の
依
煩
に
よ
っ
て
製
せ
ら
れ
た
。
な
お
、
景
徐
周
麟

（
詣
1
這
）
は
、
横
川
と
同
じ
く
夢
窓
下
で
は
あ
る
が
、
放
散
周
沢
を
祖
と

す
る
寿
寧
門
派
に
属
し
、
用
堂
中
材
に
嗣
法
す
る
。
杭
州
が
明
応
二
年
（
】
四
九

三
）
に
六
五
歳
で
死
去
し
た
時
に
は
、
景
徐
は
五
四
歳
で
あ
っ
た
。
景
徐
は
、

得
悟
の
上
で
も
文
空
の
上
で
も
、
枝
川
を
師
と
し
て
仰
い
で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
集
を
校
べ
る
限
り
で
は
、
彦
龍
に
は
及
ば
な
い
が
、
枝
川
に
親
失
し
て

い
る
こ
と
は
歴
然
で
あ
る
。
枝
川
の
門
生
を
代
表
す
る
立
場
に
あ
っ
た
と
推
さ

れ
る
。「

彦
龍
興
癒
主
」
は
文
明
十
三
年
と
文
明
十
五
年
に
そ
れ
ぞ
れ
は
「
古
印
字

説
」
と
の
「
賦
筍
薬
招
人
為
丹
陽
詩
後
序
」
、
「
彦
龍
」
は
長
芋
二
年
と
長
事
三

年
に
そ
れ
ぞ
れ
糾
「
季
昭
字
訳
」
と
㈹
「
淡
州
像
誤
」
を
製
し
て
い
る
。
糊
「

古
印
字
説
」
は
、
近
江
の
僧
で
あ
る
口
竺
少
年
の
た
め
に
製
せ
ら
れ
て
い
る
。

彦
龍
の
作
品
集
で
あ
る
『
半
陶
文
集
』
で
は
横
川
（
小
楯
伽
）
の
た
め
の
代
作
で

あ
る
こ
と
を
注
記
す
る
。
本
文
に
は
小
異
同
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
『
半

陶
文
集
』
の
末
尾
に
は
、
『
補
庵
京
華
続
集
』
に
存
す
る
「
辛
丑
暮
春
吉
辰
、

前
相
国
小
柄
且
些
一
、
」
の
署
名
を
欠
く
。
糾
「
賦
筍
菓
招
人
遊
丹
陽
詩
後
序
」
文

は
、
丹
後
国
の
郷
寺
に
掩
督
す
る
南
禅
寺
尭
伯
少
年
に
対
し
、
速
や
か
な
る
帰

洛
を
促
す
た
め
に
、
洛
社
の
諸
老
が
筍
薬
の
詩
を
賦
し
て
詩
軸
を
完
成
し
た
折
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の
朕
文
で
あ
る
。
『
半
陶
文
集
』
で
は
、
横
川
の
た
め
の
代
作
で
あ
る
こ
と
を

注
記
す
る
。
㈹
「
季
昭
字
説
」
に
つ
い
て
は
、
彦
龍
と
同
じ
く
夢
窓
下
の
春
屋

妙
藷
を
祖
と
す
る
魔
王
門
派
に
屈
す
る
季
昭
等
燐
に
与
え
た
字
説
で
あ
る
。

同
じ
門
流
に
属
す
る
こ
と
か
ら
も
、
彦
龍
に
代
作
を
命
じ
た
も
の
か
も
し
れ
な

い
。
『
半
陶
文
集
』
で
は
、
横
川
の
た
め
の
代
作
で
あ
る
こ
と
を
注
記
す
る
が
、

『
補
庵
京
撃
外
集
』
の
末
尾
に
認
め
ら
れ
る
「
長
峯
鴨
二
年
十
一
月
吉
辰
、
前

南
膵
横
川
景
三
」
の
署
名
を
欠
く
。
㈹
「
淡
州
俊
讃
」
詞
に
つ
い
て
は
、
四
六

文
で
製
せ
ら
れ
、
『
補
庵
京
華
外
集
』
の
末
尾
に
は
、
「
近
藤
氏
左
金
吾
春
能
、

乃
淡
州
府
君
南
陽
院
殿
成
伯
大
居
士
世
臣
也
、
命
工
梧
府
君
傑
乞
讃
、
長
事
己

酉
六
月
吉
辰
、
」
と
、
付
記
が
存
す
る
。
そ
の
臣
で
あ
っ
た
近
藤
春
能
が
、
細
川

成
春
の
肖
像
を
描
か
せ
、
着
安
の
こ
と
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
半
陶
文

集
』
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
題
辞
こ
そ
は
「
沃
州
太
守
成
伯
居
士
追
懐
賛
」
と

少
し
く
丁
寧
で
あ
る
が
、
注
記
を
欠
き
、
付
記
を
欠
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『
半
陶
文
典
』
を
読
む
だ
け
で
は
、
枝
川
の
代
作
で
あ
る
こ
と
を
判
断
す
る
こ

と
や
、
賀
詞
製
作
の
背
景
を
穿
聖
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
後

世
の
読
者
の
誤
解
を
招
く
原
因
を
作
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
作
品
集
を
編
纂

す
る
際
、
す
で
に
代
作
作
品
で
あ
る
か
否
か
判
別
し
悪
い
場
合
も
多
か
っ
た
に

ち
が
い
な
い
。
が
、
注
記
一
つ
の
有
無
に
ょ
り
、
作
品
の
意
味
や
価
値
が
左
右

さ
れ
る
だ
け
に
、
昂
基
者
と
し
て
は
供
盃
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で

あ
る
。
な
お
、
彦
能
周
興
（
完
－
霊
）
は
、
庇
三
門
派
に
属
し
て
黙
堂
祖
久

に
嗣
法
す
る
が
、
外
学
は
も
っ
ぱ
ら
横
川
よ
り
受
け
た
。
両
者
の
作
品
集
か
ら

も
、
横
川
の
門
生
の
中
で
最
も
期
待
さ
れ
、
鶏
愛
さ
れ
た
の
が
彦
龍
で
あ
る
こ

と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
延
徳
三
年
に
三
四
歳
の
若
さ
で
死
去
し
た
が
、
時
に

師
の
横
川
は
六
三
歳
で
あ
っ
た
。

「
桂
林
昌
首
座
」
は
文
明
十
四
年
に
用
「
希
谷
字
設
」
を
慰
し
て
い
る
。
希

谷
は
、
東
福
寺
の
□
派
少
年
に
付
さ
れ
た
字
号
で
あ
る
。
ロ
派
は
、
円
ホ
下
の

癖
冗
大
意
を
祖
と
す
る
大
慈
門
流
に
屈
し
た
。
字
説
の
末
尾
に
は
、
「
文
明
壬

寅
十
一
月
吉
辰
、
前
相
国
横
川
景
三
」
と
署
し
て
い
る
。
な
お
、
桂
林
徳
昌

は
、
蘭
渓
遺
隆
を
祖
と
す
る
大
覚
門
派
に
属
し
、
近
江
国
の
永
源
寺
習
源
門
派

の
和
甫
斉
忍
に
嗣
法
す
る
。
が
、
応
仁
乱
後
は
建
仁
寺
西
来
院
の
中
に
青
松
軒

を
営
み
、
居
住
し
た
。
横
川
と
は
同
世
代
で
あ
り
、
永
源
寺
と
の
因
縁
が
深
い

と
こ
ろ
か
ら
、
親
交
を
有
し
て
い
た
。

「
季
玉
球
蔵
主
」
は
文
明
十
五
年
に
㈹
「
如
琢
字
説
」
を
製
し
て
い
る
。
如
球

は
、
□
玉
少
年
に
付
さ
れ
た
字
号
で
あ
る
。
如
疎
口
玉
は
、
夢
窓
下
の
玉
章
周

喝
の
法
嗣
で
あ
る
。
字
説
の
末
尾
に
は
、
「
文
明
十
五
年
哉
合
買
卯
風
月
吉
辰
、

前
相
国
横
川
塁
一
、
」
と
著
し
て
い
る
。
な
お
、
季
玉
承
球
（
－
㌫
）
は
、

横
川
と
同
じ
く
慈
済
門
流
の
中
の
空
谷
明
応
を
祖
と
す
る
常
徳
門
派
に
屈
し
、

雲
岩
承
慶
に
嗣
法
す
る
。
文
明
十
七
年
に
死
去
し
て
い
る
が
、
杭
州
『
補
庵
京

華
別
集
』
の
「
棄
炬
悌
事
聖
に
ょ
る
と
、
「
新
関
寂
季
玉
球
公
蔵
主
租
師
」

は
「
収
四
十
年
才
名
於
洛
下
」
で
あ
り
、
「
侍
横
川
如
足
如
手
已
央
何
在
、
撃

桃
源
有
始
有
終
嗟
乎
成
空
、
」
と
し
て
い
る
。
四
〇
歳
前
後
に
蔵
主
位
で
死
去
し

た
が
、
生
前
は
横
川
と
桃
源
に
親
失
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
時
に
枝
川
は
五

七
歳
で
あ
る
。
季
玉
は
横
川
に
親
侍
し
た
門
生
で
あ
っ
た
。

「
用
林
材
蔵
主
」
も
文
明
十
五
年
に
の
「
虔
子
敬
住
建
長
同
門
疏
」
を
作
製

し
て
い
る
。
虚
子
敬
の
た
め
の
同
門
疏
・
四
六
文
で
あ
る
。
な
お
、
用
林
梵
材

（
㌫
－
㌫
）
は
、
横
川
『
柿
庵
京
華
続
集
』
の
「
堅
一
国
婆
天
録
後
」
文
に

ょ
る
と
、
「
亀
阜
用
林
材
公
轄
主
、
典
余
従
跡
目
久
夫
、
公
廼
勝
定
帝
師
第
四

菓
孫
也
、
」
と
あ
る
。
天
龍
寺
の
僧
で
あ
り
、
絶
海
中
津
の
四
世
の
孫
で
あ
る
。

ま
た
、
横
川
『
補
庵
京
華
別
集
』
所
収
の
文
明
十
五
年
五
月
八
日
に
製
せ
ら
れ

た
「
用
林
梵
材
祓
主
掩
土
僻
事
胱
」
に
は
、
「
三
十
七
歳
不
生
不
減
不
去
不
匹
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と
あ
る
。
文
明
十
五
年
に
三
七
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
時
に
横
川
は
五
五
歳
で

あ
る
。
用
林
も
枝
川
に
従
学
し
た
門
生
の
一
人
で
あ
っ
た
。

「
梅
雲
」
は
延
徳
四
年
に
㈹
「
仙
桂
字
説
」
を
製
し
て
い
る
。
仙
桂
は
、
相

国
寺
の
僧
で
あ
る
□
労
の
た
め
に
横
川
が
付
し
た
字
号
で
あ
る
。
仙
桂
口
芳

は
、
常
徳
門
派
に
屈
し
、
揚
伯
妙
俊
に
嗣
法
し
て
い
る
。
字
説
の
末
尾
に
は
、

「
延
恵
王
子
三
月
書
辰
、
前
南
輝
横
川
里
塁
二
、
推
筆
於
小
補
之
室
、
」
と
署
し

て
い
る
。
な
お
、
梅
雲
承
意
（
－
㌫
）
は
、
同
じ
く
常
徳
門
派
に
属
し
、

仙
巌
澄
安
に
嗣
法
し
て
い
る
。
横
川
、
梅
雲
、
仙
桂
は
い
ず
れ
も
同
門
で
あ

る
。
梅
雲
は
、
五
山
に
出
世
す
る
こ
と
な
く
、
等
持
寺
前
住
の
ま
ま
で
、
永
正

二
年
に
死
去
し
た
。
横
川
『
補
庵
京
華
前
集
』
の
「
梅
雲
字
説
」
に
「
意
従
余

而
撃
有
年
、
性
資
聡
敏
、
牢
見
比
也
、
」
と
記
す
よ
う
に
、
幼
時
よ
り
枝
川
に
従

学
し
た
門
生
の
一
人
で
あ
る
。

横
川
が
他
僧
の
代
作
作
品
で
あ
る
こ
と
を
注
記
す
る
例
を
紹
介
し
た
。
最
終

的
に
点
検
し
、
補
筆
し
、
署
名
し
た
の
は
横
川
自
身
で
あ
ろ
う
。
が
、
あ
く
ま

で
も
代
作
作
品
で
あ
り
、
原
作
者
は
代
作
し
た
本
人
に
帰
す
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
「
横
川
景
三
条
」
の
場
合
、
代
作
の
作
者
は
ほ
と
ん
ど
が
横
川
に

親
失
し
た
門
生
で
あ
る
。
平
素
よ
り
、
幼
少
よ
り
文
筆
の
業
を
指
導
さ
れ
て
、

横
川
か
ら
観
愛
さ
れ
、
期
待
さ
れ
て
い
た
僧
達
で
あ
る
。
横
川
自
身
が
自
筆
の

作
品
集
に
収
敬
し
た
気
拝
の
中
に
は
、
自
己
の
指
導
の
成
果
を
確
か
め
、
あ
わ

せ
て
自
己
の
名
声
に
便
乗
さ
せ
て
こ
れ
ら
門
生
の
独
立
に
力
を
借
し
た
い
と
い

う
意
志
も
働
い
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

代
作
に
つ
い
て
は
、
独
特
の
混
乱
が
生
じ
勝
ち
で
あ
る
。
代
作
作
品
は
、
そ

れ
を
依
頼
す
る
側
も
製
作
す
る
側
も
、
自
己
の
意
志
や
創
作
意
図
を
反
映
さ
せ

る
と
い
う
点
で
、
完
全
に
溝
足
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
自
己
の
作
品
集
に
収
め
る
こ
と
を
躊
躇
し
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
世
間
に
流
布
す
る
際
に
は
、
原
作
碧
の
名
前
は
消
失
し
、

代
作
を
依
頼
し
た
僧
が
作
君
に
変
ず
る
。
こ
の
間
の
事
情
は
、
依
頼
者
と
代
作

作
者
を
は
じ
め
と
す
る
当
事
者
を
除
く
と
、
不
分
明
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
当
事
者
同
士
に
と
っ
て
は
代
作
の
注
記
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い

が
、
さ
り
と
て
、
注
記
は
当
事
者
以
外
の
人
が
施
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
注

記
を
欠
く
作
品
が
、
実
際
に
は
代
作
作
品
で
あ
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な

い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
作
品
集
の
中
に
精
確
に
注
記
し
て
収
め
ら
れ
て

い
る
代
作
作
品
は
、
そ
の
全
体
の
一
部
分
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
前
掲
の
語

例
よ
り
盃
ね
て
指
摘
す
れ
ば
、
景
徐
の
代
作
作
品
の
場
合
、
は
「
大
屋
字
説
」

は
景
徐
の
作
品
集
に
は
含
ま
れ
ず
、
脚
「
泉
叔
字
訳
」
と
帥
「
智
鳳
居
士
俊

賛
」
は
景
徐
の
作
品
集
で
は
代
作
の
注
記
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。
彦
龍
の
代
作

作
品
の
場
合
、
㈹
「
淡
州
像
讃
」
は
彦
能
の
作
品
集
で
は
代
作
の
注
記
を
欠
い

て
い
る
。

混
乱
は
、
最
終
的
に
は
内
容
面
の
理
解
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
代
作
の

注
記
の
有
無
に
ょ
り
、
例
え
ば
「
余
」
　
「
予
」
　
「
我
」
　
「
某
」
と
い
っ
た
人
称

の
実
体
が
全
く
異
な
っ
た
も
の
に
変
ず
る
。
作
者
の
真
意
が
曲
解
さ
れ
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
な
い
。

「
横
川
景
三
条
」
に
含
ま
れ
る
他
僧
の
製
し
た
代
作
作
品
が
、
横
川
が
代
作

を
依
頼
し
た
全
作
品
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
、
拙
稿
「
禅
林
に
お
け
る
『
代
作
』

に
つ
い
て
1
門
生
と
し
て
の
彦
削
周
興
の
場
合
1
」
　
（
『
中
世
文
学
研
究
し
第
1
4
号
所
収
）
に

お
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
同
稿
で
は
、
彦
龍
の
代
作
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

注
記
を
施
す
こ
と
な
く
「
横
川
景
三
集
」
に
収
載
さ
れ
て
い
る
例
や
、
両
者
の

作
品
集
に
お
い
て
と
も
に
注
記
を
欠
く
例
な
ど
も
紹
介
し
た
。
他
僧
の
代
作
で

あ
り
な
が
ら
、
横
川
が
注
記
を
施
す
こ
と
な
く
「
枝
川
景
三
条
」
に
収
敬
し
た

例
に
つ
い
て
は
、
景
徐
に
も
認
め
ら
れ
る
（
議
詣
蛸
惑
撃
甥
監
繰
噌
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こ
の
作
品
は
故
州
r
摘
庵
京
華
別
集
』
の
　
「
東
啓
字
訣
」
と
大
略
一
致
す
る
。
r
柵
魔
窟
翠
別
集
」
で

は
注
記
を
欠
き
、
末
尾
に
『
翰
林
部
飛
集
L
に
欠
い
て
い
る
　
「
文
明
十
七
年
歳
台
乙
巳
三
月
曽
辰
、
前

川
帯
欝
鎧
袖
詑
監
榊
謂
詣
欝
幣
紙
瑠
）
。
代
作
作
品
の
取
り
扱
い
、

認
定
が
複
雑
で
困
難
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。

Ⅱ
　
自
己
の
作
品
－
文
頭
僧
・
師
佃
と
し
て
の
代
作

枝
川
が
原
作
者
で
あ
る
か
ら
し
て
、
厳
密
に
言
え
ば
「
混
入
」
で
は
な
い
。

が
、
作
品
の
性
格
上
、
他
作
者
の
そ
れ
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
存
す

る
例
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

（
師
僧
と
し
て
の
代
作
）

幼
童
や
年
少
僧
の
た
め
の
代
作
に
関
し
て
は
、
作
品
例
も
多
い
の
で
、
稿
を

改
め
て
論
じ
た
。
本
項
に
は
、
年
長
の
門
生
の
た
め
の
代
作
例
と
し
て
、
次
の

例
を
添
え
る
に
止
め
る
。

で
あ
っ
た
。
乗
払
法
語
は
索
話
、
問
答
、
投
網
、
枯
捉
の
四
部
分
よ
り
成
立
し

て
い
る
。
最
も
主
要
な
部
分
は
提
綱
で
あ
る
が
、
梅
雲
の
場
合
は
、
こ
の
部
分

を
含
め
て
三
部
分
ま
で
を
横
川
が
代
作
し
た
こ
と
に
な
る
。
梅
雲
が
住
持
と
し

て
出
世
で
き
た
の
ほ
、
横
川
の
文
筆
の
庇
護
の
賜
物
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
る
ま
い
。

（
書
写
経
典
へ
の
序
・
按
文
）

書
（
印
）
写
経
典
に
付
さ
れ
る
序
・
蹴
文
を
代
作
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
五
筋

が
認
め
ら
れ
る
。

（1）

冬

題

辞

節
乗
排

描 提 索
提 綱 話
同　 同　代
上　上　 杓

窟
l桟
主

文 製

日 作
11
年 年

補
所

収
庵
京
華 作

後 ロP口
集

集

（5）（4）（3）（2）（1）

哲 践 書 吾 書

題

辞

法 畜 金 詩 金
花 孟 剛 茄 剛
経 品 経 晶 脛

竃肝空　走　彗　公
宣氏

文 文 文 文 文 製
明 日　日　明　日 作
12 12 11 11 6
年 年 年 午 年 年

賢文 賢 堅 長 不
署

名

得 票 錮 畠

哲子 書 盛 涙 親
、六 ’謹 書 元
月　　 吾 、書
十
五
日
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梅
雲
憂
日
石
冬
節
に
お
け
る
粟
払
法
語
の
素
話
、
提
綱
、
描
提
が
横
川
の
代

作
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
右
の
三
作
品
の
末
尾
に
は
、
横
川
自
身
の
証
明
の

語
が
付
さ
れ
、
そ
の
冒
頭
に
「
己
亥
祓
〔
歳
〕
十
一
月
二
日
、
乃
冬
荊
也
、
桁

雲
意
侍
者
、
居
東
蔵
主
菜
排
、
其
索
話
・
投
網
・
括
提
三
者
、
余
代
作
、
」
と
あ

る
。
文
明
十
一
年
十
一
月
二
日
の
冬
節
に
、
梅
雲
は
菓
蔵
主
の
位
に
拠
っ
て
栗

払
を
遂
げ
る
。
受
払
は
、
衆
僧
の
中
か
ら
選
び
出
さ
れ
て
住
持
に
代
わ
っ
て
払

子
を
乗
っ
て
説
法
す
る
こ
と
で
、
住
持
と
し
て
出
世
す
る
た
め
の
必
須
の
試
練

い
ず
れ
も
武
家
の
た
め
に
代
作
し
た
作
品
で
あ
る
。
代
作
作
品
で
あ
る
こ
と

は
、
注
記
の
み
な
ら
ず
、
末
尾
の
署
名
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
‖
「
書
金
剛

経
」
文
は
、
不
日
斎
咤
川
親
元
の
た
め
の
代
作
で
、
末
尾
に
は
「
不
日
欝
親
元

書
」
と
署
名
し
て
い
る
。
「
藤
氏
甫
嶺
居
士
」
の
三
回
忌
に
あ
た
り
、
故
人
の

追
払
の
紙
背
に
工
に
命
じ
て
金
剛
経
を
印
写
さ
せ
、
自
ら
の
感
懐
を
も
添
え
、

冥
福
を
祈
っ
て
い
る
。
本
文
中
に
は
「
藤
氏
南
街
居
士
、
興
余
善
、
」
や
「
自
寓

卑
恨
、
係
各
篇
之
后
、
」
と
あ
る
が
、
「
余
」
は
親
元
を
指
し
、
「
卑
慣
」
も
親

元
の
感
懐
で
あ
る
。
脚
「
吾
詩
几
曾
囲
後
」
文
ほ
、
安
芸
守
杉
原
長
恒
の
た
め
の

代
作
で
、
末
尾
に
「
長
恒
拭
涙
書
」
と
署
し
て
い
る
。
下
野
守
結
城
政
藤
の
死

去
に
あ
た
り
、
長
恒
は
故
人
の
容
状
数
紙
を
継
い
で
軸
と
な
し
、
工
に
命
じ
て



葦
景
品
を
印
写
さ
せ
、
冥
福
を
祈
っ
て
い
る
。
紬
「
書
金
剛
経
后
」
文
は
、
杉

原
賢
盛
の
た
め
の
代
作
で
、
末
尾
に
「
堅
（
賢
）
盛
謹
書
」
と
署
し
て
い
る
。

亡
母
「
妙
惑
柑
尼
」
の
二
十
五
回
忌
の
た
め
に
、
金
剛
経
を
容
写
し
、
自
己
・

賢
盛
の
感
懐
を
添
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
川
「
墜
璧
曾
巴
文
は
、
杉

原
賢
盛
の
た
め
の
代
作
で
、
末
尾
に
「
賢
盛
謹
書
」
と
署
す
る
。
「
昌
林
久
公

大
居
士
」
（
恕
璧
髭
鋤
鮮
）
の
二
十
五
回
忌
の
た
め
に
詩
喜
田
を
書
写
し
て

冥
福
を
祈
っ
て
い
る
。
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
四
月
十
二
日
が
二
十
五
回
忌

で
あ
る
こ
と
よ
り
、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
の
死
去
と
な
る
。
間
「
書
法
花

経
後
」
文
は
、
杉
原
賢
盛
の
た
め
の
代
作
で
、
末
尾
に
「
文
明
庚
千
六
月
十
五

日
、
賢
盛
謹
再
こ
と
あ
る
。
「
敬
里
居
士
」
（
知
和
監
鵠
監
胱
㍍
感
翫

伊
賀
守
所
暫
法
華
後
」
に
は
「
文
明
十
五
年
突
卯
正
月
十
四
日
、
乃
先
考
伊
賀
太
守
敬
没
大
店
士
三
十

三
白
遠
幹
也
」
と
し
、
「
先
考
」
と
あ
る
。
杉
原
賢
盛
は
賽
子
で
あ
り
、
「
敬
曳
居
士
」
は
煎
父
の
清

禦
）
の
容
写
し
た
法
華
経
を
補
写
し
た
上
で
、
後
序
文
を
慰
し
て
冥
福
を
祈

っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
、
五
茄
を
依
頼
し
た
の
は
、
い
ず
れ
も
武
家
を
代
表

す
る
文
人
で
あ
っ
た
。
特
に
杉
原
賢
盛
は
、
法
名
を
宗
伊
と
号
し
、
和
歌
、
連

歌
の
上
手
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
。
長
恒
は
そ
の
子
（
相
は
）
で
あ

る
。
ま
た
、
横
川
と
咤
川
氏
、
杉
原
氏
の
親
密
の
ほ
ど
を
示
す
結
果
に
も
な
っ

て
い
る
。

書
（
印
）
写
経
典
に
付
さ
れ
る
序
・
蹴
文
を
代
作
し
て
い
る
と
い
う
点
に
、
改

め
て
注
目
す
る
。
経
典
を
書
（
印
）
写
す
る
目
的
と
し
て
は
、
祈
願
や
追
善
等
の

た
め
で
あ
る
。
応
仁
の
大
乱
後
、
世
の
中
が
安
定
す
る
に
つ
れ
て
、
経
典
の
書

（
印
）
写
の
試
み
が
多
く
な
り
、
そ
れ
ら
に
序
・
蹴
文
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
一
般

的
に
な
っ
て
い
る
。
序
・
蚊
文
に
書
（
印
）
写
の
目
的
や
経
路
を
記
す
の
に
最
も

相
応
し
い
の
は
、
書
写
老
自
身
、
あ
る
い
は
書
写
の
こ
と
を
勧
進
し
た
本
人
で

あ
る
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
祈
噺
や
追
善
の
た
め
に
経
典
を
書
写
す
る
人
々

や
勧
進
す
る
本
人
達
が
、
か
な
ら
ず
L
も
そ
の
任
に
堪
え
得
る
と
は
限
ら
な
か

っ
た
。
漢
文
を
製
す
る
能
力
を
欠
く
武
人
で
あ
っ
た
り
、
幼
少
の
僧
で
あ
っ
た

り
す
る
。
そ
こ
で
、
序
・
按
文
の
製
作
を
で
き
る
だ
け
時
の
著
名
な
文
筆
僧
に

依
頼
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
る
。
禅
僧
の
作
品
真
に
か
な
り
の
作
品
数
が
認
め

ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
た
だ
し
注
意
す
べ
き
は
、
多
い
の
は
書
写
著
や
勧
進
者

に
代
わ
っ
て
そ
の
日
的
や
経
緯
を
記
す
場
合
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
代
作

作
品
と
し
て
製
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
横
川
の
五
茄
は
、
そ
の
意
味
で
ほ
烹
重

な
作
例
と
言
え
よ
う
。

（
祈
願
文
・
幹
線
疏
）

理
想
的
に
言
え
ば
本
人
自
身
が
文
章
化
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
代
作
の
こ

と
が
一
般
化
し
て
い
る
分
野
が
あ
る
。
公
的
性
格
が
濃
厚
で
あ
り
、
し
か
も
範

例
の
存
す
る
こ
と
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

題
　
　
　
　
　
辞

製

作

年

一

署

　

　

名

輔
大
蒔
経
願
文
n
訳
朽
政
、

江
州
瑞
雲
山
永
安
繹
寺
化

修
責
疏
祥
序
走
聖

秋
庭
修
理
亮
平
元
重
奉
献

慈
恵
大
師
固
冒
蒜
、

重
建
大
山
寺
板
本
堂
幹
緑

疏
丼
序

愛
宕
護
山
修
造
幹
線
疏
許

序

応
仁
2
年

文
明
4
年

文
明
7
年

文
明
1
1
年

延
徳
4
年

應
仁
二
年
九
月
晦
日
、
住

持
性
質
白
、

文
明
龍
集
壬
辰
四
月
吉
祥

日
、
化
綾
比
丘
永
修
訂
疏
、

元
禿
敬
白
、
文
明
乙
未
孟

夏
吉
日
、

文
明
十
一
年
歳
合
己
亥
六

月
一
日
、
沙
門
宕
盛
敬
白
、

延
徳
四
年
成
子
三
月
如
意

珠
日
、
庸
主
信
孝
敬
白
、

前
南
繹
景
三
挟
、
□
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祈
願
文
や
幹
線
疏
の
難
を
集
め
た
。
祈
願
主
や
幹
線
主
（
勧
準
元
）
が
し
か
る



べ
き
目
的
や
経
緯
を
記
す
の
が
理
想
で
あ
る
。
が
、
時
の
文
筆
僧
に
依
頼
す
る

の
が
通
常
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
体
裁
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

祈
願
主
や
幹
線
主
の
名
を
署
し
て
い
る
が
、
杭
州
の
代
作
で
あ
る
こ
と
は
注
記

し
て
い
な
い
。
実
際
は
代
作
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
一
般
化
し
て
い
た
た
め
に
、

む
し
ろ
代
作
で
あ
る
こ
と
を
特
記
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
禅
林
に
お
い
て

も
、
一
般
世
間
に
お
い
て
も
そ
の
こ
と
が
常
識
で
あ
っ
た
た
め
に
、
糾
「
愛
宕

護
山
修
造
幹
緑
疏
芹
序
」
に
お
け
る
「
前
南
揮
景
三
挟
、
ロ
」
は
、
む
し
ろ
特

別
な
事
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
表
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
秩
川
は
こ
の
署
名

の
下
に
「
此
一
行
長
床
坊
主
切
望
、
故
書
、
」
と
記
す
の
で
あ
る
。
前
南
禅
寺

住
持
の
横
川
景
三
の
撰
文
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
こ
と
は
、
疏
の
み
な
ら
ず

幹
線
の
目
的
に
権
威
を
付
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、
幹
縁
疏
が
代
作
で
あ

る
こ
と
を
天
下
に
表
明
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

（
国
容
）

朝
鮮
や
中
国
に
使
す
る
使
節
が
持
参
す
る
国
書
は
、
も
っ
ぱ
ら
五
山
の
禅
僧

が
製
作
し
た
。

糾
．
追
朝
鮮
書
十
三
行
、
七
二
十
四
年
、
一
文
明
1
8
年

龍
集
丙
午
八
月
四
日
、
日

本
国
推
三
后
　
　
遺
慶
、

題
　
　
　
　
　
辞

製

作

年

一

署

　

　

名

遣
朝
鮮
図
書
文
明
四
年
壬
辰
、

追
朝
鮮
国
書
文
明
六
年
甲
午
、

迫
唐
表
文
明
七
年
乙
末
、

文
明
4
年

文
明
6
年

文
明
7
年

迫
大
明
表文

明
十
五
年
契
卯

文
明
1
5
年

龍
集
王
辰
冬
十
月
三
日
、

日
本
国
源
匿

龍
集
甲
午
九
月
　
日
、

成
化
拾
萱
年
乙
未
秋
捌
月

廿
八
日
、
日
本
国
王
臣
源

閤
凶

成
化
拾
玖
年
英
卯
春
三
月

日
、
日
本
国
王
　
臣
源

詞
捌

四
六
文
で
製
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
時
の
将
軍
に
代
わ
っ
て
の
製
作
で
あ
る
。

将
軍
の
署
名
、
さ
ら
に
は
国
王
印
が
捺
さ
れ
た
こ
と
ま
で
記
し
て
い
る
が

（
詣
如
）
、
代
作
の
注
記
は
無
い
。
そ
れ
が
常
で
あ
り
、
禅
僧
に
と
っ
て
は
、

「
国
書
」
と
い
う
定
式
の
文
体
と
し
て
心
得
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

脚
国
書
の
「
十
三
行
、
三
一
十
四
字
」
の
注
記
は
、
清
書
の
作
法
で
あ
る

（
糟
咄
品
票
恕
肇
い
錦
深
欝
謂
）
。
な
お
、
横
川
は
国
書
に
添
え
ら
れ

る
別
幅
の
探
求
品
目
の
一
覧
表
を
も
筆
録
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
用
鵬
酎
聖
柚

お
、
㈹
国
吉
と
別
惰
、
帥
国
手
に
付
さ
れ
た
別
掲
に
つ
い
て
は
、
r
蔭
泥
軒
日
録
L
の
延
徳
四
年
七
月

二
日
条
に
収
乾
さ
れ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
春
陽
果
菜
が
、
按
者
に
つ
い
て
は
益
之
宗
鑑
が
写
し
匿
い

㌫
卯
欝
譜
）
。

（
題
辞
の
不
備
）

枝
川
は
、
幼
茄
や
年
少
僧
の
名
前
に
対
し
て
直
接
「
試
筆
」
の
二
字
を
付
し

た
題
辞
の
詩
を
残
す
。
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に
つ
い
て
も
、
事
情
は
同
様
で
あ
る
。
『
補
庵
京
撃
前
条
』
所
収
の
こ
れ
ら
一

七
茄
の
詩
の
題
辞
は
、
安
易
、
簡
潔
に
過
ぎ
て
誤
解
を
招
く
。
横
川
は
、
少
な

く
と
も
「
次
観
」
の
二
字
を
冒
頭
に
置
く
等
し
て
、
試
筆
唱
和
詩
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

「
混
入
」
の
観
点
よ
り
、
「
横
川
景
三
集
」
に
収
載
さ
れ
る
問
題
を
含
ん
だ

作
品
に
つ
い
て
、
整
理
、
検
討
し
た
。

1
広
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授
1
－

文
明
五
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
一
七
鳥
が
認
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
幼
立
や

年
少
僧
の
名
が
試
望
詩
の
作
者
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
川
詩
に
つ

い
て
言
え
ば
、
「
南
陽
少
年
の
試
筆
詩
」
の
意
味
に
解
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
題
辞
を
素
直
に
解
す
れ
ば
、
代
作
作
品
と
理
解

す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
が
、
横
川
の
代
作
詩
に
し
て
は
、
横
川
の
法
を
闘

い
だ
幼
童
や
年
少
僧
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
㈹
詩
を
紹
介
す
る
。

雪
渓
少
年
試
筆

得
吟
到
君
詩
起
我
眠
、
白
頭
四
十
八
華
年
、
一
門
閲
読
春
如
海
、
叔
父
不
靡
花

鳥
轡

内
容
的
に
少
年
の
試
筆
詩
と
は
考
え
難
い
。
特
に
承
句
の
「
白
頭
四
十
八
草

年
」
に
つ
い
て
は
、
作
者
の
年
齢
が
四
八
歳
で
あ
る
こ
と
を
詠
出
し
て
い
る
と

解
さ
れ
る
。
文
明
八
年
に
は
、
横
川
が
四
八
歳
で
あ
る
。
㈹
「
雪
渓
少
年
試

筆
」
詩
は
、
硫
川
の
唱
和
詩
と
し
て
理
解
す
る
の
が
相
応
し
い
。
他
の
〓
ハ
茄
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